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1　 目的

　ア メリカ の 中等科学教育は公立無償ハ イ ス ク
ー

ル の 確立 とともに進展 し， Ilrでも生物学は，当時

の 社会状況 ， 学問の 成熟，ハ イ ス クー
ル 大衆化等

の 多種多様な要素が絡み合い ，　 「すべ て の 生徒」

を対象とした教科 凵とし て成立 した，そ の プ ロ セ

ス は教科成立 の 論理 を考察する恰好 の 素材 とな

る，しか しなが ら，カ リキ ュ ラ ム 研究の 中心的存

在で あ っ た NEA の 結成が 1870年で あ っ た こ と，

近代的な学校訓査 の 開始が 1910年で あ っ た こ と，

第
一

次世界大戦以 前の 教授資料等の
一

次史料は 入

于が 1木「難で あ る こ と等の 理 由 か ら，ア メ リカで も

教科目に着 目し たカ リキ ュ ラ ム 研究は 1890 年以

降が 中心 で あ り，それ以前 の 生物学的科 目に関す

る研究は少 ない ，特に自然誌 （NatUral　History）に

関す るもの はほ とん どな い ．例えばハ イ ス ク
ー

ル

にお い て軽視されて い た 自然誌授業の 実態を描い

た Bybee．　R 　W と Rosenthal，　D．　B．（1987）及び

Rosen，　S．（1959） ， 自然誌教科書の 執筆者にっ い

て論 じた Nietz，　J．　A．（1966），主にアカデ ミ
ー

で

の 自然誌 教科 書 の 使 われ 方 に つ い て 論 じた

NeIson，　G ．　E．（1928），白然誌の衰退とゼ ネラル サ

イエ ン ス の発展 との 関連を論 じた野上 （1994）等

は あるが，当時の 自然誌教科書の 具体的な学習内

容を詳細に検討 した研究や，学習内容やね らい 等

の 変遷要因を社会学的に調査 ・分析 した研究は管

見の 限 り見られない ．そ こ で ，ア メ リカ の ハ イ ス

ク
ー

ル 生物学の 成立 へ と繋が る 前駆的な科 凵の
一

つ と して 自然誌 に着目 し，そ の 変遷過程及び背景

を明 らかにす る こ とを目的 と した．

1　方法

　前述 した 目的を達成す るた め
， 次 の 手順によっ

て 分析を行 っ た，

1 ，代却 勺な 白然誌教科書の 構成や学習内容を分

　　析 し， それぞれ の 性格を明 らかにする，

2 ．学校制度や科 目設 署率 ・履修率，科学 の 学問

　　的成熟，人 々 の 生活等を調べ ，当時の社会的，

　　思想的，学間的背景及び教育思潮，教育現場

　　の 実態を明 らか にする．

3 ，上記結果 を総合的に検討し，ハ イス ク
ー

ル 自

　 然誌 カ リキ ュ ラ ム の 変遷過程を，当時 の 社

　 会 ・科学 ・教育の 状況や思想 と関係づ け，変

　 遷 の 要因 を解釈する．

皿　結果

　ハ イ ス クー
ル 科 目と して の 自然誌は 1821 年に

初め て導入され，19世紀を通 して 生物学の 前駆的

存在と して 根強い 人気を誇 っ た．当耐 吏川 され て

い た 自然誌教科書や 各種史料 を用 い て 研 究 を行 っ

た結果，自然界の秩序を教理 問答に よ っ て学ぶ 11t

で精ネ1「1陶冶を図る こ とを学習の 目的 ・目標 に し て

い た こ と，当時の 学習内容が創 1凵：記や 自然不変の

法則を前提 と したキ リス ト教思想に基づ く自然観

に攴配 され て い た こ と，自然界を分類 ・記載す る

だけ で はな く生物の 内部構造 を解剖学的 ・生理学

的に扱う学習内容 もそ こ に含まれ た こ と等が明 ら

かになっ た，

　なお ， 白然誌 の 成立 ・変遷 ・衰退 の プ ロ セ ス 及

びそ の 要因に関する詳細は 当凵に発表する こ とと

する．本研 究に よ り，191U ：紀末か ら201U ：紀初頭

に生物学に関連する各種科 目が生物学 へ と収斂す

る過程を明 らか にする こ との 必要性が課題 とし て

あげ られた．
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